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『
法
華
経
』
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
安
楽
行
品
「
親
近
処
」
を
中
心
に

岡

　田

　文

　弘

一
、
は
じ
め
に

　

仏
教
の
開
祖
・
釈
尊
は
、
イ
ン
ド
宗
教
史
上
は
じ
め
て
女
性
の
出
家
者
を
認
め
た
宗
教
者
だ
っ
た
と
さ
れ
る１
。
し
か
し
彼
の
没
後
、
仏

教
教
団
に
は
男
尊
女
卑
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
気
風
が
蔓
延
す
る
よ
う
に
な
り
、
残
念
な
が
ら
今
日
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
界
も
そ
の

例
に
漏
れ
な
い
。
か
か
る
日
本
仏
教
界
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
年
も
複
数
の
宗
派
か
ら
そ
の
批
判
的
検

討
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

た
と
え
ば
曹
洞
宗
の
飯
島
惠
道
師
は
、
自
身
の
尼
僧
と
し
て
の
身
辺
で
感
じ
る
男
尊
女
卑
の
気
風
に
つ
い
て
、
そ
の
淵
源
と
し
て
「
八

敬
法
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る２
。
実
は
八
敬
法
は
上
座
部
仏
教
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
小
乗
由
来
の
教
説
で
あ
り
、「
大
乗
の
出
家
が
、
な

ぜ
八
敬
法
な
る
小
乗
戒
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
全
く
理
解
不
能
で
あ
る
」（
岡
田
［
二
〇
一
九
］
二
八
頁
）
と
の
批
判
も
呈
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
本
宗
が
先
日
開
催
し
た
第
五
十
四
回
中
央
教
化
研
究
会
議
（
二
〇
二
一
年
九
月
九
日
）
に
お
い
て
は
、
年
来SD

Gs

の
活
動
に
携

わ
っ
て
き
た
西
永
亜
紀
子
師
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
を
賜
っ
た
が
（「
現
代
日
本
仏
教
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」）、

そ
の
西
永
師
の
属
す
る
浄
土
真
宗
が
、
女
性
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
明
確
に
否
定
す
る
経
文
（
第
三
十
五
願３
）
を
含
む
『
大
無
量
寿
経
』

に
依
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
開
祖
親
鸞
（
一
一
七
三
─
一
二
六
三
）
も
女
性
の
往
生
可
能
性
を
認
め
な
い
立
場
に
あ
っ
た４
と
い
う
点
は
、
問
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題
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

か
か
る
日
本
仏
教
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
考
え
る
上
で
は
、
現
場
で
の
状
況
を
見
る
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、

根
幹
と
な
る
教
義
じ
た
い
の
再
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
（
前
述
し
た
八
敬
法
や
第
三
十
五
願
の
事
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
）。
そ
の
再
検

討
を
、
本
小
論
は
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
筆
者
の
属
す
る
日
蓮
宗
所
依
の
経
典
『
法
華
経
』
を
材
と
す
る
。

　
『
法
華
経
』
に
お
け
る
、
女
性
差
別
の
解
消
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
か
ん
す
る
（
と
さ
れ
る
）
教
説
と
い
え
ば
、
提
婆
達
多
品
第
十
二

の
龍
女
成
仏
が
有
名
だ
が
、
そ
の
後
に
続
く
諸
品５
に
も
こ
の
問
題
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
持
品
第
十
三
に
お
け
る
比
丘

尼
（
女
性
出
家
者
）
へ
の
授
記
、
そ
し
て
安
楽
行
品
第
十
四
の
所
説
で
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
特
に
安
楽
行
品
を
中
心
と
し
、『
法
華
経
』

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
か
ん
す
る
思
想
的
態
度
を
考
究
し
て
み
た
い６
。

二
、「
初
の
親
近
処
」
に
つ
い
て

　

安
楽
行
品
は
身
・
口
・
意
・
誓
願
の
四
安
楽
行
を
明
か
す
が
、
そ
の
う
ち
の
身
安
楽
行
の
冒
頭
に
「
初
の
親
近
処
」（
初
心
の
菩
薩
の

交
際
範
囲
）
と
し
て
、
初
心
の
菩
薩
が
避
け
る
べ
き
対
象
と
行
い
を
規
定
し
て
い
る
（
開
結
三
六
八
─
三
七
〇
頁
）。
智
顗
『
法
華
文
句
』

は
、
以
下
の
十
項
目
に
分
類
し
て
い
る
（
大
正
三
四
、
一
二
〇
中
一
〇
─
一
二
）。

①
豪　

勢
：
権
力
者
「
国
王
・
王
子
・
大
臣
・
官
長
」

②
邪
人
法
：�

異
教
徒
や
通
俗
作
家
「
外
道
・
梵
志
・
尼
・
子
等
、
及
び
世
俗
の
文
筆
・
讃
詠
の
外
書
を
造
る
、
及
び
路
伽
耶
陀
・
逆
路

伽
耶
陀
の
者
」

③
兇
険
戯
：
芸
人
「
凶
戯
の
相
扠
相
撲
、
及
び
那
羅
等
の
種
々
変
現
の
戯
」

④
旃
陀
羅
：
賎
民
、
畜
産
や
漁
猟
を
営
む
業
者
「
旃
陀
羅
、
及
び
豬
羊
鶏
狗
を
畜
い
畋
猟
漁
捕
す
る
諸
の
悪
律
儀
」
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⑤
二
乗
衆
：
小
乗
仏
教
徒
「
声
聞
を
求
む
る
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
」

⑥
欲　

想
：�

女
性
「
女
人
の
身
に
於
て
能
く
欲
想
を
生
ず
る
相
を
取
っ
て
、
為
に
法
を
説
く
べ
か
ら
ず
、
亦
見
ん
と
楽
わ
ざ
れ
。
若
し

他
の
家
に
入
ら
ん
に
は
、
小
女
・
処
女
・
寡
女
等
と
共
に
語
ら
ざ
れ
」

⑦
不　

男
：
性
的
不
能
者
「
五
種
不
男
」

⑧
危　

害
：
単
独
行
動
「
独
他
の
家
に
入
ら
ざ
れ
」

⑨
譏　

嫌
：�

女
性
「
若
し
女
人
の
為
に
法
を
説
か
ん
に
は
、
歯
を
露
わ
に
し
て
笑
ま
ざ
れ
、
胸
臆
を
現
わ
さ
ざ
れ
。
乃
至
法
の
為
に
も

猶
お
親
厚
せ
ざ
れ
。
況
や
復
余
の
事
を
や
。」

⑩
畜
養
等
：「
年
小
の
弟
子
・
沙
弥
・
小
兒
」

　

本
小
論
の
テ
ー
マ
か
ら
い
え
ば
、
⑥
⑨
（
お
よ
び
⑦７
）
な
ど
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
関
係
し
よ
う
。

　

な
お
、
か
か
る
「
初
の
親
近
処
」
の
記
述
に
つ
い
て
「「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
」
の
よ
う
な
カ
ー
ス
ト
外
の
人
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
族
民
や

特
定
の
職
業
に
携
わ
る
人
々
、「
婦
女
子
」
す
な
わ
ち
少
女
や
若
年
女
性
、
配
偶
者
を
失
っ
た
女
性
た
ち
は
、『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か

れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
と
さ
れ
て
、
仏
教
・『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
」（
門
馬
［
一
九
九
七
］
三
二
─
三
三
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
職
業
差
別
・
女
性
差
別
で
あ
る
と
断
じ
た
批
判
が

な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
前
提
と
し
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の
「
初
の
親
近
処
」
に
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
中
か
ら
特
定
の
階
層
の
記
述
の
み
を
抽
出
し
て
「
差
別
的
」
と
評
す
る
行
為
そ
れ
自
体
が
か
え
っ
て
「
差
別
的
」
行
為
に
な
り
か
ね
な

い
、
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
早
坂
［
二
〇
〇
七
］
が
、
前
掲
の
門
馬
［
一
九
九
七
］
を
見
事
に
論
破
し
て
い
る
通
り

で
あ
る
。
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「
不
思
議
な
こ
と
に
、
門
馬
氏
は
、「
旃
陀
羅
。
及
畜
猪
羊
掩
狗
。
畋
猟
漁
捕
」
や
「
小
女
。
処
女
寡
女
」
な
ど
へ
の
不
親
近
に
つ
い
て

は
あ
げ
つ
ら
う
が
、「
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
」
等
へ
の
不
親
近
が
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
視
し
よ
う
と
し
て
い
な
い

…
…
も
し
か
す
る
と
、「
国
王
王
子
。
大
臣
官
長
」
等
は
、「『
法
華
経
』
の
教
え
を
説
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
説
か
れ
る
べ
き
も

の
で
も
な
い
と
さ
れ
て
、
仏
教
・『
法
華
経
』
の
教
え
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
」
も
当
然
で
あ
る
と
で
も
考
え

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
…
…
こ
れ
は
門
馬
氏
自
身
の
「
差
別
意
識
」
を
裏
返
し
に
表
現
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
？
そ
う
、
差
別
し
て
い
る
の
は
、
法
華
経
で
は
な
く
、
門
馬
氏
な
の
で
あ
る
。」（
四
五
〇
頁８
）。

　

筆
者
も
早
坂
氏
の
論
に
全
面
的
に
同
意
し
た
い
。

　

た
だ
し
女
性
へ
の
不
親
近
が
二
度
に
も
渡
っ
て
説
か
れ
て
い
る
（
⑥
と
⑨
）
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
初
の
親
近
処
」
の
記
述
全
体

か
ら
見
て
も
異
例
で
あ
り
、
若
干
偏
り
の
あ
る
観
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

三
、「
第
二
の
親
近
処
」
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
様
々
な
分
別
を
要
求
し
た
「
初
の
親
近
処
」
の
直
後
に
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、「
復
次
に
菩
薩
摩
訶
薩
、

一
切
の
法
を
観
ず
る
に
空
な
り
、
如
実
相
な
り
、
顛
倒
せ
ず
、
動
せ
ず
、
退
せ
ず
、
転
せ
ず
、
虚
空
の
如
く
に
し
て
所
有
の
性
な
し
…
…

故
に
説
く
、
常
に
楽
っ
て
是
の
如
き
法
相
を
観
ぜ
よ
と
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
第
二
の
親
近
処
と
名
く
」「
又
復　

上
中
下
の
法　

有
為

無
為　

実
不
実
の
法
を
行
ぜ
ざ
れ　

亦　

是
れ
男
是
れ
女
と
分
別
せ
ざ
れ　

諸
法
を
得
ず　

知
ら
ず
見
ず　

是
れ
則
ち
名
け
て　

菩
薩
の

行
処
と
す
」（
開
結
三
七
〇
─
三
七
一
、
三
七
三
頁
）
と
し
て
、
空
の
論
理
に
立
脚
し
た
無
分
別
が
「
第
二
の
親
近
処
」
と
冠
し
て
説
か

れ
て
お
り
、
そ
の
偈
頌
に
よ
る
再
説９
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
な
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
の
思
想
そ
の
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る10
。
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こ
の
「
第
二
の
親
近
処
」
の
経
文
こ
そ
、
社
会
的
・
文
化
的
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
へ
の
強
烈
な
カ
ウ
ン
タ

ー
・
パ
ン
チ
と
な
り
得
る
し11
、
ま
た
男
女
と
い
う
二
分
法
に
規
定
さ
れ
な
い
多
様
な
性
の
あ
り
方
を
も
容
認
す
る
点
で
、
注
目
に
値
す
る

と
い
え
る
。
提
婆
品
（
龍
女
の
女
人
成
仏
）
と
並
べ
て
、
こ
の
安
楽
行
品
の
「
第
二
の
親
近
処
」
に
つ
い
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
向

き
合
う
上
で
重
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か12
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
小
論
で
は
『
法
華
経
』
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
を
安
楽
行
品
か
ら
考
究
し
、
特
に
「
第
二
の
親
近
処
」
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
／
フ

リ
ー
思
想
の
意
義
を
確
認
し
た
。

　

そ
も
そ
も
安
楽
行
品
（
の
安
楽
行
）
は
像
法
時
代
の
大
乗
戒
の
根
拠
で
あ
り13
、
ま
た
勧
持
品
に
相
対
す
る
と
初
心
の
菩
薩
用
の
行
法
で

あ
る14
。
し
た
が
っ
て
、
末
法
の
時
代
に
勧
持
品
・
深
位
の
菩
薩
の
布
教
態
度
で
も
っ
て
法
華
本
門
の
神
髄
を
広
め
る
べ
き
存
在
た
る
《
日

蓮
宗
徒
》
を
名
乗
る
我
々
は
、
本
来
な
ら
ば
さ
ら
に
そ
の
先
に
進
ん
で
い
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
楽
行
品
「
第
二
の
親
近
処
」
で
す
で
に
説
か
れ
て
い
た
は
ず
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
思
想
を
今
さ
ら
「
伝

統
を
揺
る
が
す
、
昨
今
の
新
奇
な
風
潮
」
と
し
て
驚
き
捉
え
た
り
、
い
ま
だ
「
初
の
親
近
処
」
を
曲
解
・
劣
化
さ
せ
た
ご
と
き
男
尊
女
卑

的
態
度
に
拘
泥
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
…
…
そ
ん
な
事
例
が
も
し
現
実
に
見
ら
れ
た
な
ら
ば
、
日
蓮
の
徒
と
し
て
極
め
て
情
け
な
く
、
直

ち
に
猛
省
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
菩
薩
の
自
覚
」
を
持
っ
て
内
省
す
る
こ
と
を
、
安
楽
行
品
の
文
は
我
々
に
あ
ら
た
め
て
求
め
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か15
。
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（
テ
キ
ス
ト
）

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
→
定
遺

大
正
大
蔵
経
→
大
正

平
楽
寺
版
『
真
訓
両
読　

妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
→
開
結

（
参
考
文
献
）

飯
島
惠
道
［
二
〇
一
五
］「
現
代
日
本
の
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
龍
谷
大
主
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日
付

飯
島
惠
道
［
二
〇
一
九
］「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
な
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
：
伝
統
的
出
家
型
尼
僧
の
視
座
か
ら
」『
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研

究
叢
書
8�

現
代
日
本
の
仏
教
と
女
性
：
文
化
の
越
境
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
法
蔵
館
、
一
一
五
─
一
三
〇
頁

岡
田
真
水
［
二
〇
一
九
］「
女
性
の
出
家
と
成
仏
に
つ
い
て
」『
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
8�

現
代
日
本
の
仏
教
と
女
性
：
文
化
の
越
境

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
法
蔵
館
、
二
五
─
五
六
頁

菊
岡
妙
光
［
二
〇
二
一
］「
安
楽
行
品
第
十
四
「
不
男
」
に
つ
い
て
の
考
察
」『
教
化
学
研
究
』
一
二
、
三
五
─
四
四
頁

紀
野
一
義
［
一
九
六
四
］「
法
華
経
安
楽
行
品
に
対
す
る
一
視
点
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
二
（
二
）、
五
二
九
─
五
三
四
頁

小
林
一
郎
［
一
九
三
六
］『
法
華
経
大
講
座
』
六
、
平
凡
社

小
松
邦
彰
［
二
〇
〇
七
］「
宗
祖
の
法
華
経
弘
通
と
安
楽
行
品
」『
大
崎
学
報
』
一
六
三
、
一
─
一
三
頁

早
坂
鳳
城
［
二
〇
〇
七
］「
法
華
経
は
差
別
経
に
あ
ら
ず
」『
現
代
宗
教
研
究
』
四
一
、
四
四
〇
─
四
六
四
頁

松
本
史
朗
［
一
九
八
六
］「
如
来
蔵
思
想
は
仏
教
に
あ
ら
ず
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
三
五
（
一
）、
三
七
五
─
三
七
〇
頁

宮
崎
英
修
［
一
九
九
三
］「
法
華
経
に
お
け
る
差
別
と
平
等
」
田
賀
龍
彦
編
『
法
華
経
研
究
一
二
：
法
華
経
の
受
容
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九

九
─
二
一
九
頁

門
馬
幸
夫
［
一
九
九
七
］『
差
別
と
汚
れ
の
宗
教
研
究　

権
力
と
し
て
の
「
知
」』
岩
田
書
院

�

※
引
用
文
の
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
。

03-04　岡田.indd   95 2022/03/18   13:39



96

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

馬
場
［
二
〇
一
八
］
二
四
頁
。

２　
「「
八
敬
法
」
に
準
ず
る
行
為
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
」（
飯
島
［
二
〇
一
五
］）「
た
し
か
に
わ
が
身
辺
に
は
こ
の
よ
う
な
発
想
が
基
盤
と
な

っ
て
の
風
習
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
」（
飯
島
［
二
〇
一
九
］
一
二
五
頁
）

３　
「
設
我
得
佛
、
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
佛
世
界
、
其
有
女
人
聞
我
名
字
、
歡
喜
信
樂
發
菩
提
心
厭
惡
女
身
、
壽
終
之
後
復
爲
女
像
者
。
不
取
正

覺
」（
大
正
一
二
、
二
六
八
下
二
一
─
二
四
）

４　

前
掲
の
第
三
十
五
願
を
「
女
性
の
ま
ま
で
は
成
仏
で
き
ず
、
男
性
へ
の
変
身
が
必
要
」
と
解
釈
し
た
（「
變
成
男
子
ノ
願
ヲ
タ
テ
、
女
人
成
佛

チ
カ
ヒ
タ
リ
」
親
鸞
『
浄
土
和
讃
』
大
正
八
三
、
六
五
七
下
二
〇
─
二
一
。
大
正
蔵
注
に
よ
れ
ば
、
龍
谷
大
學
藏
文
明
五
年
蓮
如
開
版
本
の
冠
注

に
「
三
十
五
ノ
願
ノ
コ
コ
ロ
ナ
リ
」）。

５　

提
婆
品
は
当
初
の
羅
什
訳
で
は
欠
落
し
て
い
た
な
ど
成
立
史
的
に
問
題
を
孕
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
現
行
の
『
法
華
経
』
の
体
裁
に
し
た
が

い
、
勧
持
品
・
安
楽
行
品
に
先
行
す
る
品
と
す
る
。

６　

本
論
文
の
基
と
な
る
第
二
十
二
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
六
日
）
で
の
発
表
は
、
当
初
「『
法
華
経
』
の
女
人
成

仏
」
と
の
論
題
を
冠
し
て
い
た
が
、
当
日
変
更
し
た
（
本
稿
の
題
も
そ
れ
に
準
拠
す
る
）。

７　

⑦
に
つ
い
て
の
優
れ
た
論
考
と
し
て
菊
岡
［
二
〇
二
一
］
が
あ
る
。

８　

同
種
の
反
論
と
し
て
「
国
王
も
大
臣
も
施
荼
羅
も
み
な
平
等
に
不
親
近
の
対
象
に
あ
つ
か
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
こ
と
さ
ら

に
栴
陀
羅
・
屠
者
だ
け
を
と
り
あ
げ
、
法
華
経
は
こ
れ
ら
を
差
別
し
不
平
等
の
扱
い
を
し
て
い
る
と
強
調
す
る
の
は
断
章
取
義
の
偏
見
に
執
着
し

た
迷
論
で
あ
る
。」（
宮
崎
［
一
九
九
三
］
二
一
四
頁
）。

９　
「
云
何
名
近
下
…
…
近
處
文
爲
三
。
遠
十
惱
亂
、
即
遠
故
論
近
。
修
攝
其
心
、
即
近
故
論
近
。
觀
一
切
法
空
、
即
非
遠
非
近
論
近
…
…
初
應
入

行
下
十
四
行
、
頌
事
遠
近
。
上
有
十
種
遠
離
…
…
又
復
不
行
下
、
第
二
八
行
頌
、
非
遠
非
近
理
遠
近
處
。」（『
法
華
文
句
』
大
正
三
四
、
一
二
〇

上
二
六
─
中
一
／
一
二
一
上
二
七
─
二
八
・
下
二
四
─
二
五
）

10　
「
此
処
で
大
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
第
一
の
親
近
処
と
第
二
の
親
近
処
と
は
ス
ツ
カ
リ
異
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
第
一
の
親
近
処
は
専
ら
差
別
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を
説
い
て
居
る
…
…
第
二
の
親
近
処
に
な
つ
て
来
る
と
平
等
ば
か
り
説
い
て
居
る
」（
小
林
［
一
九
三
六
］
一
四
二
頁
）

11　
「
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
名
著
『
共
同
人
の
役
割
に
お
け
る
個
人
』（D

as�Individum
�in�der�Rolle�des�M

itm
enschen,�

一
九
二
八
）
の
中
で
、

人
間
は
全
實
存
と
し
て
で
は
な
く
、
組
織
や
、
大
衆
や
、
集
團
や
、
文
化
杜
會
の
髄
制
の
中
に
は
め
こ
ま
れ
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
、
役
割
を
澹

つ
た
者
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
役
割
を
通
じ
て
の
燭
れ
あ
い
が
人
間
の
本
質
を
構
成
し
て
い
る
以

上
、
役
割
と
し
て
の
人
欄
の
あ
り
方
を
何
ら
か
の
方
法
で
脱
却
す
る
こ
と
が
、
人
間
の
本
質
を
究
明
す
る
上
に
不
可
歓
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
考

え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
安
樂
行
品
の
第
二
の
境
界
も
實
は
こ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。」（
紀
野
［
一
九
六
四
］
五
三
二
頁
上

─
下
）

12　

小
林
［
一
九
三
六
］
は
前
掲
引
用
に
続
き
「
現
実
は
差
別
か
ら
出
発
す
る
。
理
想
は
平
等
に
帰
着
す
る
。
何
事
で
も
差
別
か
ら
出
発
し
て
、
平

等
に
帰
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
平
等
か
ら
出
発
し
よ
う
と
い
ふ
の
は
夢
で
す
。
そ
ん
な
事
は
出
来
は
し
な
い
。」
と
決
し
て
い
る
。

か
か
る
小
林
の
言
説
は
、
人
権
・
平
等
の
意
識
が
い
ま
だ
低
か
っ
た
戦
前
と
い
う
時
代
制
約
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
後
に
松
本
史
朗
ら
が
「
原
理
的

な
同
一
、
無
差
別
を
言
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
え
つ
て
現
実
的
な
差
別
を
肯
定
し
、
絶
対
化
す
る
」（
松
本
［
一
九
八
六
］
三
七
〇
頁
）
と
し
て

批
判
し
た
、
日
本
仏
教
が
抱
え
が
ち
な
問
題
点
を
見
事
な
ま
で
に
露
呈
し
て
い
る
。
第
二
の
親
近
処
は
理
想
・
夢
の
枠
内
に
押
し
込
め
ず
、
あ
く

ま
で
現
実
に
適
用
さ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

13　
「
先
師
云
、
今
我
山
家
宗
、
寄
安
樂
行
品
文
、
不
依
小
乘
戒
、
而
依
大
乘
戒
」（
光
定
『
伝
述
一
心
戒
文
』
大
正
七
四
、
六
四
二
中
一
九
─
二
〇
）

14　
「
品
文
有
問
有
答
。
問
中
先
歎
前
品
深
行
菩
薩
能
如
此
弘
經
。
後
問
淺
行
菩
薩
云
何
惡
世
宣
説
是
經
。」（『
法
華
文
句
』
大
正
三
四
、
一
一
九
上

二
七
─
二
九
）「
或
人
云　

如
勧
持
品
者　

深
位
菩
薩
義
也
。
違
安
楽
行
品
。」（『
寺
泊
御
書
』
定
遺
五
一
四
頁
）

15　

前
述
の
よ
う
に
安
楽
行
品
は
あ
く
ま
で
像
法
の
大
乗
戒
・
初
心
の
菩
薩
の
行
法
と
さ
れ
、
く
わ
え
て
日
蓮
仏
教
に
お
い
て
は
摂
折
論
に
お
い
て

も
捨
象
さ
れ
る
（『
開
目
抄
』
等
）。
し
か
し
一
方
で
、
日
蓮
は
同
品
を
題
目
の
功
徳
・
末
法
到
来
・
身
読
の
文
証
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
お
り

（「
是
法
華
経
於
無
量
国
中
乃
至
名
字
不
可
得
聞
」『
守
護
国
家
論
』
定
遺
一
二
七
頁
・『
法
華
題
目
抄
』
定
遺
三
九
三
頁
／
「
末
世
法
欲
滅
時
」『
撰

時
抄
』
定
遺
一
〇
〇
七
頁
（「
末
世
法
滅
時
」『
開
目
抄
』
五
六
〇
頁
）
／
「
一
切
世
間
多
怨
難
信
」『
転
重
軽
受
法
門
』
定
遺
五
〇
八
頁
・『
寺
泊

御
書
』
五
一
二
頁
・『
開
目
抄
』
五
五
七
頁
・『
顕
仏
未
来
記
』
七
四
〇
頁
・『
法
華
行
者
値
難
事
』
定
遺
七
九
六
頁
・『
撰
時
抄
』
定
遺
一
〇
〇
七
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頁
な
ど
。
な
お
小
松�

［
二
〇
〇
七
］
は
日
蓮
の
安
楽
行
品
引
用
例
を
収
集
精
査
し
、
摂
受
の
義
は
用
い
な
い
一
方
、
受
難
色
読
の
文
証
と
し
て
用

い
て
い
る
点
を
そ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
）、
単
な
る
否
定
的
評
価
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
同
品
の
内
容
を
十
分
周
知
し
、
時
に

参
考
に
す
る
こ
と
は
、
日
蓮
の
徒
に
と
っ
て
も
有
益
と
い
え
よ
う
。
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